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1) 関東軍統治部『日本側満洲最初ノ金融制度ト幣制』昭和6年， 4ペー ジ。ただし，「百日備の役職
名が「日銀総裁兼正金鍾行頭取」となっ日、るが，総裁就任は1911年6月，頭取就任は1906年 3
月であり， IEしくないヨ





















第 4 被占領国の官金取扱業務を独占することが， 銀行の信用力にとって
も通貨支配にとっても重要な意味を有するこ左，等である。
ζのよラな認識に基き横浜IF金銀行に対して，一貫払手形発行準備等に関す
る命令 (1905年7月z 官房秘1944号λ 満洲統轄庖の組織， 権限等に関する命令
(同12月，同3486号)， 満洲幣制統一政策遂行に関する命令〔同月，同3487号)"
等の命令，指示がなされた。こうして横浜正金銀行によって軍票の回収が進め






















3) 向上322-323ペー ジに全文ー 日本の租借地である関東川はともかくも， 満州全士〉中困全土に
わたる強制通用力を日本の法令で決定するとU、うことは中国の主権侵害であることは言うまでも
ない。しかし， ζれが当時。日本政府の対満1.1，中同観であり，半相民地中国の実態であった。





ハ連合シ日本ハ全ク直立シテ居ル，情事女タイムスノ論鉾モ J 近来円以前トハ全ク異ツテ来タ s 今
桂我国ノ外債募集ノ恥キモ頗ル困難ヲ感ズノレプアロウ，又泉洋ニ於ケノレ我商品ノ版路ニ対シテ


















































83巻第1号，昭柏市4年1月， 28-29へージ， r日本における金本位制の成立(1!J同， 第"巻第3
号，昭和38年9月， 78-79ベージ〕。高橋は日露戦争をふまえて，従来意図するだけにとどまって
いたものを実行の段階まで具体化したのであった。
8) 関東軍統治部前脂書， 45へー ジα





既に，勅令第 247号発布直前の1906年 9月 1日，政府は満鉄の運賃に日銀券
受入れの例外を認め，円銀統一策の原則の一角を崩していたが，翌1907年に入
ると勅令第86号で4月から関東部督府の租税その他の歳入を金建化(歳出は依























































































ノ状況』大止1:-)年， ::1-'(へージ， ロマーノフ『満州に於ける露困の利権外受史』昭和10年. IH不I
48年塩素fs，136へージ. 16{ト170ペー ジ〉
13) イぷリスの中国進出の支柱となっていた香港上海銀行は190~年大連に出彊所を設け，満洲でり












ユ4) 19同年， 満州の資源開発及び鉄道建設を目的とする米宝合弁強行設立のため 2，000万ドルの借
款乞起よーす覚書が，奉天駐在米国総簡事Wλ トV イトと奉天巡冊麿紹儲とり間に交されたがj
借款成立には至らなかった。(矢内原忠虫佐 I揃洲問題』昭和9年， 54へ ジ〉









帝国主義確立期日本の対満洲通貨金融政策 (61) 61 
II 寺内内閣の満洲金本位化計画
1909年10月円銀統策が放棄きれた後筒洲幣制統一に関寸る日本の政策は



















































































19) 大蔵省編前掲書，第15巻， 3S]-3:弓司ペー ジ. w勝同家主書』第116冊第9号「満事ニ於ケル命融
機関ニ就テ」に全土.






















次江蘇・河南・安徽・湖北ニ怨リテ全圏ニ普及施設スルコト 六 く略〉七 省立銀
行エ所要スル金資本ハ対支実業投資国エ於テ年六朱以内ノ不Ij益ヲ以テ所要資本ノ借款
ニ応スノレヨト 尚本借款(日本銀行又ハ特殊銀行紙幣ブ以ア交付スノレコ l 八 九
十十一 〈略〉十二 幣制改善・交通発達・産業振興促進ノ前提トシテ支那政府ハ
20) W関東庁施政二寸4手史』大正15年，昭和記年復刻， 461へ シ。
21) 大蔵省は1918:年3月から11月にかけて拓殖局に対して大連取引所建値変更を提議した〔満鉄調
査課『大連建i直問題』調査報告書第15巻，大正11年.， 28-30へ-;)， 













二其実行方法トシテへ 1 従来英，{L， 1丸米ノ四国ユ於テ成立セル幣制借款
(千九百十一年四月一五日調印一千万萌)ェ改善ヲ加へテ日本ハ列国ト協同シテ幣制
ノ統一ヲ実行スルノ方法ヲ採ルコト 2 支那ノ如キrn大ナル国ニ於テハ 直中央銀
行ノ改善ユ依り幣制統一ヲ期スノレト共ニ他面ニ於テハ地方的ユ之レカ実行ヲ期スルノ
要プリ s 即ち，イ.満洲エ於テハ大体朝鮮銀行金券ヲ以テ事実上ニ統一ヲ図カリ正念






































みられた (W日本外空文書』大正7年第ヌ冊下巻 841-842ベ 乃。
25) 筋且は『日本外史文書』大正6年第2刊679←687へーク参照.
帝国主義確立期日本の対満洲通貨金融政策 (67) 67 
1918年 8月10日には中華民国教令第33号「金券保例」加が発布された。その内
容は「金本位改用ノ準備トシテ幣制局指定ノ銀行ヲシテ金券ヲ発行」させ L第
1候J. その単位は金0.752318グラムの 金固としじ第2除J. ー固から百団



















































四) r第四十回帝国議会衆議院委員会議録j/1' 5類42号15へー ジなどの提案理由参照ョ
30) 朝鮮銀行喜史』同史編轟会調，昭洋問う年， 26-31， 687-691へ一三人
31) 明治大正財政史』第15巻459-471ベ タ， r横浜正金銀行史』附録甲巷 ι8-1023ベ ジに
詳しい9
32) 内容は『摘さ九回帝国議会衆議院議事連記緑" r同委員会議録』に詳しい。






















































析を中心として J (r，経済理論』第142. 143巻合酔号， 昭和or年1月λ192(年代までの政策を包
括的に跡づけたものとしでは 「日本帝国主義の満州金融政策J(C金融経済」第153号， 昭和.Sf年 8
月)。戦前の研究成果としては， 宮下忠雄「満州における我貨幣政策J(神戸商業大学研究所『昭和5
年夏期鴎外旅行調査報告』昭和6年3且〕など，がある。
本稿雌稿低次の新たな研究が発表きれた。金子文夫「日露戦桂の「満州」経営と横浜E金銀行」
cr土地制度史学』第74号， 昭和田年1月〕 柴田善雅「日本の対「満州J通貨金融政荒の形成とその
機能町実態J (r札会経済史学』第43巻第2号，昭和52'年8月〉
